
 

 
  
                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長あいさつ◆   

髙橋 勇雄 会長 
皆さん今日は、本日のお客様

を紹介します。東京麹町ロータ

リークラブ パスト会長 辻島

彰様です。ようこそお出で下さ

いました。辻島様は、皆さんご

存知のように前々年度、紺野仁

昭会長の時の麹町 RC の会長でして、現在も麹町との

交流ゴルフコンペでは代表として毎回お世話になっ

ております。今月は、ロータリー財団月間です。財

団と言えば、大きな事業として「ポリオ撲滅」運動

が有ります。ポリオと言えば、東京麹町 RC を抜きに

しては語れません。今回は、このポリオ撲滅運動を、

全世界へ広げる原点となった、東京麹町 RC 様から直

接お話しをお聞かせ願いたい、とし、駄目もとでス

ピーチをお願いし、本日実現した次第です。辻島様、

スピーチよろしくお願い致します。 

さて今週の日曜日に、地区行事が 2 つ有りました

ので報告させていただきます。1 つ目が、2016 年規

程審議会立法案地区決議会の報告です。これは、3

年に一度各地区からだされた立法案に対し、全世界

534 地区代表 1 名ずつと RI 理事・役員、合計 700 名

が集まり、各地区から出された立法案を審議する場

に、当地区からも決議し、提出するというものです。

決議案件は、福島中央 RC より、ローターアクトの年

齢上限 30 歳から 35 歳への引き上げ決議案で御座い

ます。現状の 30 歳では、条件が厳しくなかなか人員

確保が困難と言うのが背景です。この件に関しては、

過去にも他国から同様の立法案が出され、否決され

た経緯もあります、否決された理由は 49 歳未満が日

本は 15％に対し、他国は 49 歳未満が半数以上を占め

ており 35 歳にすれば、ロータリー入会が遅れ収入源

の減少となる。規程審議会への立法案は、2530 地区

としては初めての事であり、提示する事も大事と捉

え、立法案可決となりました。尚、規定審議会での

採択率は、前回は 20％と厳しいものがあるようです。

続いて、２つ目ですが、戦略計画委員会セミナーの
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超我の奉仕 

基本方針：ロータリーに輝きを 

 本日のプログラム 
 

12：30 開会点鐘 

ロータリーソング（奉仕の理想） 

     四つのテスト 

     来訪者紹介と会長挨拶 

     活動報告 

      エコキャップ回収運動 

各委員会報告 

      スマイリングボックス 

      ロータリー財団 

      米山奨学会 

      出席委員会 

幹事報告 

     食事 

     スピーカー紹介 
     卓話 
     記念品贈呈 
 13：30 閉会点鐘 

 
 本日のソング 『奉仕の理想』 
 
  奉仕の理想に集いし友よ 

御国に捧げん我らの業 
  望むは世界の久遠の平和 
    めぐる歯車いや輝きて 
  永久に栄よ 
    我等のロータリー ロータリー 
 
 

 

  

報告です。開催場所は、同じく南東北総合卸センタ

ー、司会は当クラブの地区戦略計画委員の野地利雄

様の進行で進められ、基調講演として戦略計画委員

会ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの阿久津肇様から「戦略計画 クラブの

対応」として講演が行われました。ここでは、主に

３つの優先項目として、クラブのサポートと強化、

人道的奉仕の重点化と増加、公共イメージと認知度

の向上の３点について話され、特徴的な所では、職

業奉仕の事柄が出ておらず人道的奉仕(社会奉仕)の

要素が強く打ち出されている事でした。これもロー

タリー活動は「世界の変化に対応し、ロータリーも

変化を！」の一言につきる様です。今後、当クラブ

としても、野地戦略計画委員長を中心に 有り方を

含め検討していきたいと思います。この後、昨日行

われましたエコキャップ回収運動の活動報告として、

青少年奉仕本田委員長にお願いしておりますのでよ

ろしくお願い致します。以上で会長挨拶と致します。

有難うございました。 

 

◆エコキャップ回収活動◆ 
本田 光男 委員長 

第 1 回目平成 26 年 

11 月 18 日(火)実施 

(成蹊高校インターアクトクラブ

との共同活動)(国際奉仕委員会と

の共同活動) 

目的：ペットボトルキャップ売却益による発展途上

国の子供たちへのポリオワクチン提供 

当日出席者 

南ＲＣ会員 高橋会長、吉田幹事、伊藤紘一国際奉 

仕委員長、松﨑青少年奉仕副委員長、 

丹治智幸会員、本田光男青少年奉仕委 

員長の 6 名 

成蹊高校  ＩＡＣ会員 13 名、顧問の先生 2名 

合計 21 名 

数量 ４４４㎏、キャップ数で 190,920 個(ワクチン

で約 240 人分)を集めました。第 2 回目は 2015 年 6

月を予定しております。 

 

 

 

 

 

 

◆ 東京麹町ポリオ撲滅卓話◆ 
東京麹町 RC パスト 

会長 辻島 彰 氏 

ポリオ撲滅まで 

1.麹町 RC の取り組み 

1982.1 山田ツネ会員、RI の 3H 活動の一環としてイ

ンドに行き、ポリオの惨状を見聞、クラブ

に報告(RI から個人特別表彰） 

1983.2 ポリオプロジェクト委員会発足(インドに

ワクチンを送る) 

1984.2 山田・峰英二会員(医師)南インドへワクチ

ン投与のボランティアに出発(地区ガバナ

ー賞)以降毎年両氏がインドに赴く 

1988.7 山田会員が、1989.6 峰会員がインド風土病

によりそれぞれ死去 

1992.2 山田・峰社会奉仕賞創設 

2018.6 のクラブ創立 50 周年に向け、この 10 年間

で 1500 万円のポリオ基金への寄附を計画

(現在約 1000 万円) 

2.ポリオと RI 

麹町→東京の２地区→世界社会奉仕プロジェクトへ

(1985 ポリオプラスプロジェクト) 

3.ポリオ撲滅まであと少し 

・ポリオ常在国は、パキスタン、アフガニスタン、

ナイジェリアのみ 

・2013 インドが非ポリオ常在国に認定される 

・2014‐18 ポリオ撲滅・エンドゲーム戦略計画・

ビル・アンド・メリンダ・ゲイツ財団の 3 倍寄附

（ロータリーの 100 ドルに対して 200 ドル財団が

拠出） 

・各クラブ毎年 1500 ドルを 

【福島 21RC 合同コンペ、ゴルフ部会納会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 23 日に福島 21RC 合同コンペが開催され、また

同日にゴルフ部会納会が開催されました。 

 

 

※ 地区情報 

12/13 ロータリー財団補助金管理セミナー 

12/19 第 4 回第一分区会長・幹事会 

今月・来月のプログラム  
11 月 26 日(水)職業訪問（風の谷） 

12 月 3 日(水)誕生祝い、ﾛｰﾀﾘｰの友読みどころ 

       会員増強委員会報告 

12 月 10 日(水)クラブ年次総会 

(次年度役員･理事発表、挨拶) 

12 月 17 日(水)会員スピーチ、IAC 例会 

12 月 24 日(水)家族クリスマス忘年会(夜間例会) 

12 月 31 日(水)例会 休会 

  


